
 

えびの市観光大学【運営実施要項】 

1. 実施に至る背景と目的 

  観光振興は、地域活性化のみならず、雇用の増加や経済成長、観光に訪れた人が定住を検討するきっ

かけとなる可能性を秘めています。観光は、地域に住む人々と観光客の間にいる人口である関係人口の

増加にもつながります。 

観光庁が公表（2025 年 3 月 31 日確定値）した 2024 年訪日客の旅行消費額は計 8 兆 1,257 億円で前

年比 53.1%増、2019 年比 43.1%増。また、2024 年の日本人国内旅行消費額（2025 年 2 月 19 日速報値）

は、25 兆 1,175 億円で前年比 14.6%増、2019 年比 14.5%増となっています。さらに「モノ消費からコ

ト消費へ」のトレンドを的確にとらえることが強く求められており、令和 7 年 3 月に策定したえびの市

観光振興計画（令和 7 年度～令和 9 年度）においてウエルネスツーリズムの推進を目標に、「カラダ コ

コロ エビノ」のキャッチフレーズで観光振興を図っているところにあります。 

観光は、自治体のシティセールスでは欠かせない要素となっており、観光資源の磨き上げとともに、

効果的な広報のあり方を行政のみならず、市民、関係事業者と共有する必要があります。 

えびの市観光大学は、観光振興等に対して、市民、関係事業者、行政機関などが共に学び、共に新たな

行動指針を創りあげるために取り組むものです。 

 

  

2. 事業名称等 えびの市観光大学 

   

3. 実施主体  えびの市及びえびの市観光協会や株式会社えびのなどによる開催 

   

4. スケジュールと内容 

 （1）スケジュール 

 

〇6/23 令和 7 年度第 1 回観光大学 

 令和 7 年 3 月に策定したえびの市観光振興計画の概要説明と令和 6 年中からえびの市で取り組まれて

いる「えびの時空散走」の取組について 

〇7 月 開催日調整中 令和 7 年度第 2 回観光大学 

 令和 7 年度から導入した人流データ「おでかけウォッチャー」によるえびの市観光の立ち位置につい

て 

   

 （2）内容等 

 

 ゲストスピーカーを通じて、新たな気づきを共有し、またワークショップなどから観光資源を整理し、

アドベンチャーツーリズムなどの新たな観光振興策の原型を構築する。また、新たに必要とされるサー

ビスへの対策や広報のあり方を学び、観光振興に対して、行政だけでなく市民共通の「知恵」を蓄積し

ていく。 

  



 

令和 7 年度第 1 回えびの市観光大学【実施要項】 

     

 

 

 

 

1. 実 施 目 的 運営実施要項に記載 

   

2. 日   時 令和 7 年 6 月 23 日（月曜） 13:30～16:00 

3. 場   所 えびの市役所 4 階大会議室 （住所）宮崎県えびの市大字栗下 1292 

4. 出 席 人 員 〇市長 〇副市長 〇観光協会 〇株式会社えびの 〇京町温泉旅館組合みなほ会 

 （参集範囲） 〇えびの青年会議所 〇えびの市商工会 〇JA みやざき 〇飲食事業者 

  〇地域活動実践者 〇市関係職員 〇北きしりま広域観光推進協議会 

  〇県立飯野高等学校地域・教育魅力化コーディネーター 

  〇霧島コネクト 〇市内指定管理者 〇えびの高原ホテル 〇えびの市ガイドクラブ 

  〇その他 

   

 

 

5. 日 程 時 間 内 容 等 

13:30 開会・趣旨説明 

13:40 報告「えびの市観光振興計画の概要について」 

えびの市観光商工課 課長 黒松 裕貴 

14:10 休憩 

14:20 講演「えびの時空散走について」 

放送作家＆リサーチャー/ライター＆エディター 陸奥 賢 氏 

15:30 閉会 
 

   

   

   

   

  



 

講 演  「えびの時空散走について」 

講 師  放送作家＆リサーチャー/ライター＆エディター 陸奥 賢 氏 

 

【講師略歴】 

1978 年大阪・住吉生まれ、フリーター、放送作家&リサ

ーチャー、ライター&エディター、生活総合情報サイト All 

About（オールアバウト）の大阪ガイドなどを経験。

2007 年に地元・堺を舞台にしたコミュニティ・ツーリズム企画で地域活性化ビジネス

プラン「SAKAI 賞」を受賞（主催・堺商工会議所）。2008 年 10 月から 2013 年 

1 月まで「大阪あそ歩」（2012 年、観光庁長官表彰受賞）にプロデューサーとして

携わる。2011 年から「大阪七墓巡り復活プロジェクト」「まわしよみ新聞」（読売教育

賞最優秀賞受賞）「直観讀みブックマーカー」「当事者研究スゴロク」「歌垣風呂」（京

都文化ベンチャーコンペティション企業賞受賞）「死生観光トランプ」などの一連のコモ

ンズ・デザイン・プロジェクトを企画・立案・主宰している。大阪まち歩き大学学長。著書

に『まわしよみ新聞をつくろう！』（創元社）。また 2023年より福島県いわき市の「いわ

き時空散走」のプロデューサーに就任。同プロジェクトは「日本初のコミュニティ・サイク

ル・ツーリズム」として注目を集めている。 

  

 



【参考資料】 QRコードをスマートフォンなどで読み取ってご参照ください。 

 

令和 7年度 えびの市観光大学 

 

 

えびの市観光振興計画（令和 7年度～令和 9年度） 

 

 

えびの時空散走 

 

 

 


